
 

 

 
１２月 

年の瀬を迎え、何かとあわただしい 12月。生活リズムが崩れがちで、また感染症もはやる時期です。 

子どもたちにとっては、クリスマスに冬休みと、お楽しみがいっぱいの月ですが、体調管理には十分気を 

配っていきましょう。 

ほけんだより  

ノロウイルスに要注意 
冬場に増えるノロウィルスは、通常 10 月

から２月ごろまで感染のシーズンが続きま

す。ウィルスはカキやアサリなどの二枚貝に

蓄積されますが、貝類からの感染より、感染

者のおう吐物、排せつ物からうつる２次感染

のケースが多いようです。 

感染すると、激しい下痢やおう吐、腹痛が

あり、38度以上の発熱も伴います。今のとこ

ろ、感染予防のワクチンや治療薬は開発さ

れていないため、症状が出たら水分を補給

しながら回復を待つしかありません。 

予防としては、感染例が報告されている

間は二枚貝は加熱して食べる、また食事の

際にはせっけんでよく手を洗う、などです。ノ

ロウィルスを殺すことはできませんが、手か

ら洗い流すことができます。 

感染者は症状が回復しても、その後１週

間～１か月間、排せつ物とともにウィルスが

体外に出るといわれています。発症から１か

月ほどは排せつ物に触れないように気をつ

け、触れる危険性がある場所は、塩素系消

毒剤をしみこませた布などでふくようにしま

しょう。 
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空気が乾燥する冬は、お肌も乾燥する季節。特
に子どもは、肌のバリア機能が未発達のため、
荒れやすいのです。日々のケアを心がけ、デリ
ケートな肌を守りましょう。 

外遊びや手洗いのあと、

保湿クリームを塗る 

冬の寒風に地肌を 

さらさない 

広範囲のやけどは、冷
水でぬらしたシーツ
などで全身を覆い、シ
ャワーをかける。その
後病院へ。 

痛みが和らぐまで流水
で冷やす。最低 20分く
らいは冷やし続け、その
後病院へ。 

ホットカーペットや使い捨てカイロに長時間
ふれることで起こる「低温やけど」が増えてい
ます。痛みをかんじにくく、重症化しやすいの
が特徴。肌が赤くなり子どもが痛がゆく感じ
ていたら要注意。 


